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37， 9 b， 10 a屑批〉などはどちらも殺生の報し、で冥司で裁かれる主人公が， 動


































C 28 J 
結ばれて子をなし，その子が立派になると二度と現れなくなる，とし、う報恩的





























也o1 -36， 16 b属批〉鬼神 CI鬼神使之也。J1-35， 15b居批〉天 (r亦天意:也oJ1 
-27， 10 a居批.1 -38， 13 a居批〉などが繰り返し使用されている O これらの評
語は物語の合理的解釈を諦めている点で作者の都合のよい言い訳に見えるが，
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5関得援践。 (1-8， 17 a屑批〕
6能幻形見僕而不見父，亦所不f拝。 (II-6'，21b屑批〉
7此叙何忍寅之。酸甚，忍甚。 (1-23， 20 b J冒批〉











、10女子何人。 (1-36， 2 a居批〉
















































































( 32 J 
背景などについては触れることが出来なかった。これらは今後の課題としたい。











;(6) 中国話本大系本『拍案驚奇~ (江蘇古籍出版社， 1990年排印本〉前言にも数字が挙
げられているが，広島大所蔵39巻本を底本としており，完全ではない。三言はゆまに
書房影印本に拠る。不明字が多く，概算になるが比較には十分であろう。













.M) David L. Rolston， Traditional Chinese Fiction And Fiction Commentary， Stan-





ラーノレ・ジュネット『物語のディ λ グー ノレ』水戸社， 1991年を参照0
.(16) ニ拍では予言と応験の呼応を常用する。例えばJI-5は，迷子の父親が「今走査士
三郎，必然曾蹄来。Jと言い，末尾で「我読徐伺不要仁，我十三郎必能自掃。Jと言う





M)評者としての構成への関心の高さは注目されるo II-5 I節外生校。J(14 b居張。
「移花j妻木，陪渡i凍倉。J(20 a眉批)I接縫甚妙。J(1 -26， 19 a眉批)1民是合該有
事。若一番部遇，無此嬰態会oJ(立-35，5 a眉jlt)などの評語は筋の転接や起伏の包
必要性を指摘する。




例取材源を明かしたり (1此元信桔子庭之詩也。見綴耕録。J1 -10， 8 b眉批など)，
モチーフの類型を指摘したり (1此牛肉p 亦淳子之剰酒，盛生之寅梁。J1 -37， 13 a 
居批など〉する評語が多く，あるいは伝奇小説や筆記小説の作法を学んだのであろう
が，評語での指摘はやはり作者の創作メモに近い。
糾 この居批は39巻本に見える。 1-40は科挙の命定が主題だが， II-l冒頭のナレー
ションも科挙及第は答案の出来と関係ないとする内容で， w二刻拾案驚奇Jが『拾案
驚奇』を承ける形となっているO 命定論を肯定する評語は飽にも 1-201若是命中該
経z一躍:俊延妾逸話，土色野~ÌoJ というせりふに対する「達甚oJ (12 b屑批〉などがあ
るO










[ 34 J 
